
繁冨 英治

KEYWORDS
◼ カルシウム
◼ カルシウム感受性蛍光タ
ンパク質

◼ アストロサイト
◼ シナプス伝達
◼ シナプス可塑性
◼ プリン受容体
◼ グリア
◼ 中枢神経系

脳の生理機能に対するグリア細胞の役割に関する研究
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■グリア細胞によるシナプス伝達制御メカニズムの解明
グリア細胞は「グリア伝達物質」を放出することによりシナプス伝達を即時
的にコントロールします。このようなグリア伝達は、記憶・学習などの高次脳
機能や摂食や恐怖反応などの本能的行動にも関わることが知られています。
即時的シナプス伝達のコントロールに関わるグリア伝達物質にはグルタミン
酸やATP等が良く知られていますが、これらがいつ働いているのか、どのよ
うにして働いてシナプス機能を制御するのかには多くの疑問が残されていま
す。更に、従来から知られているグリア伝達物質とは異なる新しいグリア伝達
物質の候補も見出し、これが脳病態と密接に関わる可能性がわかってきまし
たが、この新しいグリア伝達物質候補が働く仕組みは殆どわかっていません。
このような疑問を、In situグリア‐神経細胞機能イメージング技術、伝達物質
可視化イメージング技術、網羅的遺伝子発現解析等の分子生物学的手法、さ
らにゲノム編集技術を駆使して解決します。また、グリア細胞によるシナプス
伝達制御の脳機能における意義を、電気生理学、行動学的解析等を進めて明
らかにしています。
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■グリア細胞がストレス関連行動を制御するメカニズムの解明
グリア細胞の活動やグリア伝達物質の放出能力は、正常時と病態時で変化することが知られています。特
に、うつ病や不安症などと深く関連するストレスにより、グリア細胞の機能が大きく変化し、その変化がストレ
ス関連疾患の原因となる可能性が指摘されています。グリア細胞はニューロンとは異なる形・仕組みを介し
て脳機能を制御することから、グリア細胞を標的することでストレス関連疾患の新しい病態メカニズムの解
明・治療法の確立に繋がる可能性を秘めています。しかしながら、ストレス関連疾患におけるグリア細胞の機
能や形態が変化するメカニズムは不明なままです。
これらのメカニズムを、グリア細胞特異的な活動操作、各種イメージング技術、ゲノム編集技術等を駆使し
て解決し、グリア細胞機能を標的とする新しいグリア性ストレス関連疾患の治療の開発に役立てます。
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